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研究成果の概要（和文）：本研究は、語彙意味論モデルと構文研究を基に語彙情報と事象構造の
融合に関する日英語の比較対照研究を行うものである。中心課題は次の３つに集約される。 

(１) 生成語彙意味論によるレキシコン研究の推進。生成語彙意味論モデルのクオリア（語彙情
報）が事象構造の解釈をどのように決定するかという問題の解決を目指す。 

(２) 言語における主観性（subjectivity）問題の解明。主観性が事象構造の解釈（例えば、心
理状態述語など）にどのように影響するか。そして、構文選択にどのように影響するか。 

(３) 語彙化・文法化における語彙情報と構文の融合についての新たな提案。語彙情報が構文に
融合しさらに文法化していく過程には、類型論的に捉えるべき普遍性があることを示す。 

 

 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this project is to explore the integration of lexical 

information with event structures on the basis of lexical semantic models and studies on 

grammatical constructions. There are three major issues to be dealt with in this project: (1) 

Promotion of studies on the lexicon within the framework of the Generative Lexicon Theory, 

where we aim to solve the problem of how qualia (lexical-semantic information) come to 

determine the interpretation of event structures, (2) Elucidation of the subjectivity in 

language; how subjectivity is related with the interpretation of event structures (of 

psychological predicates), and (3) New perspectives on lexicalization/grammaticalization 

with respect to the integration of lexcal information with event structures. We aim to show 

that some typological universals underlie the process of grammaticalization in which 

lexical information is integrated with event structures. 
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１．研究開始当初の背景 

 小野を代表とする研究チーム（堀江、上
原）がこれまで進めてきたプロジェクト『認
知類型論による日英語の事象構造の研究』に
おいて、小野は日英語の結果構文の分析を進
め、その成果をまとめたものを小野（編）『結
果構文研究の新視点』（2007）として出版し
た。その中でこれまでの結果構文の研究を総
括し、さらに新しいトレンドとして、動詞や
述語の精緻な意味分析（すなわち、語彙情報
の分析）と構文の統合的な研究が必要性が認
識された。 

 さらに、研究動向として、語彙意味論と構
文研究の全体的動向を見渡せば、本研究が提
案する、語彙意味の精緻な分析と構文の言語
類型的な特徴づけを連結するアイディアは、
いくつかの研究の方向性と軌を一にもので
ある。認知的なアプローチによる語彙意味論
の研究は、最近の Croft and Cruse (2004)に
見られる。そこでは語彙意味論の研究と構文
研究が結びついている。また、コーパスに基
づく語彙意味論は、Stubbs (2001)によって提
案されている。また、自然言語の語彙をコン
ピュータによって処理可能な語彙情報とし
て記述する研究が、オントロジー意味論
（Nirenburg and Raskin 2004）として提案
されている。認知的な語彙意味論とオントロ
ジー意味論は、生成的なレキシコンとして融
合可能であることは小野（2005）が示した通
りである。 

 

２．研究の目的 

（１）生成語彙意味論によるレキシコン研究
の推進。生成語彙意味論モデルのクオリア
（語彙情報）（Ono 2005, 2007）が事象構造
の解釈をどのように決定するかという問題
の解決を目指す。 

（２）言語における主観性（subjectivity）問
題の解明（Horie 2007, Uehara 2006, 上原
2005）。主観性が事象構造の解釈（例えば、
心理状態述語など）にどのように影響するか。
そして、構文選択にどのように影響するか。 

（３）語彙化・文法化における語彙情報と構
文の融合についての新たな提案。語彙情報が
構文に融合しさらに文法化していく過程に
は、類型論的に捉えるべき普遍性があること
を示す（堀江 2005，ナロック 2005, 2007）。 

 

３．研究の方法 

本研究では、まず研究目的に即した具体的な
課題の設定を最初に行い、研究代表者を中心
に研究分担者がそれぞれの専門性を活かし
た課題に取り組む。このために初年度は文献
調査を徹底して行う。また、海外の先端的な
研究動向を知るためにも、国際学会への積極
的な参加を進める。次の段階として、具体的

に設定した課題解決に向けた言語資料の整
備を行う。これには既存の言語コーパスの利
用、および新たなコーパス作成も含まれよう。
次の段階では、研究の成果を国際的なジャー
ナルや学会において発信する。このプロジェ
クトの参加者は、すでに国際会議での発表経
験が豊富である。最終段階では、研究テーマ
に関連する国際シンポジウムを開催し、国内
外に研究成果を広くアピールする予定であ
る。そして、その結果を論文集として国内あ
るいは海外の出版社から刊行する。 
 
４．研究成果 
 
 当初の研究実施計画に即して、研究代表者
は国内の学会や研究会に参加し、研究テーマ
についての情報を積極的に集めるとともに、
研究者との情報交換を積極的に進めた。平成
21 年度、研究代表者は日本英文学会大会（東
京大学、2009年 5 月開催）のシンポジウムで、
「名詞の項選択」と題する発表を行い、研究
成果を公開した。 
 研究グループは、本研究の中心的なテーマ
である「生成語彙意味論モデル」「主観性・
証拠性の問題」「文法化の過程」についての
研究状況を広く社会に公開するためワーク
ショップを開催した（2010 年 2 月）。このワ
ークショップで、研究代表者である小野は、
「結果構文のタイポロジー」と題する発表を
行い、堀江と上原はそれぞれ「認知類型論の
観点から見た「主節現象」と「定形性
(finiteness)」」、「主観性についての言語対
照―認知言語学と類型論のコラボ」と題する
発表を行った。これらの発表に対しナロック
はコメントを呈し、議論を深めた。このワー
クショップは今後のプロジェクトの方向性
を定めるためにも有益であった。 
 本研究プロジェクトでは、これまで特に研
究の国際化に力を入れたことを強調してお
きたい。研究代表者である小野は、韓国（高
麗大学）、ベルギー（ゲント大学）、タイ（チ
ュラロンコ―ン大学）、英国（オクスフォー
ド大学）などで開催された国際学会で研究成
果を発表した。また、22 年度には、アリゾナ
大学（米国）から研究者を招き、研究課題に
関連したワークショップを開催した。このよ
うに、国際的な研究交流活動を活発に行い、
国際的なレベルでの研究成果の発信を進め
た。 
 研究プロジェクト遂行期間に、研究代表者
および分担者は、合計で 35 件の論文を学術
雑誌等に発表、また、国内の代表的な学会お
よび国際的な学会において 21 件の口頭発表
を行った。さらに小野は単著（編）で論文集
を出版し、堀江とナロックはそれぞれ共著で
著書を出版した。研究成果を著書の出版とい



う形で社会へ還元することが研究期間中に
行われている。図書の出版は 5件あった。 
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